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 下記の表のとおり、市内の49団地（障害者用仮設グループホーム 2 ヶ所を除く）の内、建設戸
数150戸以上は、獺沢（モビリア・オートキャンプ場）の169戸、高田 1 中（鳴石）の150戸の 2 団
地、100以上150未満が長砂（高田高校弟 2 グラウンド）の148戸、大久保第 2（旧水産高校グラウ
ンド）132戸の 2 団地となっている。 
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150 以上  2 
100 以上 150 未満  2 
50 以上 100 未満  7 
30 以上 50 未満 13 
10 以上 30 未満 22 




 また、50戸以上100戸未満の団地は、小・中学校の校庭を中心に 7 団地、30戸以上50戸未満の団
地が13団地、10戸以上30戸未満の団地が22と最も多くなっており、10戸未満の団地は、牧田第 2 
の 7 戸、和方の 8 戸、町裏の 9 戸の 3 団地となっている。 












町名 団地数 建設戸数 ＊住戸数 入居状況の特徴 
気仙町 8 181 179 今泉地区を除いて、ほぼ各集落単位に入居 
高田町 9 512 510 
一部不明 
一部不明だが、高田町が 9 割を占め、気仙町今
泉地区が 6 ％、その他の地域の世帯が 4 ％ 
矢作町 5 153 152 今泉地区を中心とする気仙町が45％、高田町が
35％、矢作町が13％、その他・不明が 7 ％ 
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竹駒町 6 279 267 今泉地区を中心とする気仙町が約 6 割、高田町
が25％、竹駒町が17％ 
横田町 5 218 216 高田町が約 7 割、今泉地区を中心とする気仙町
が 3 割弱 




小友町 5 282 280 モビリア以外はほとんどが小友、モビリアは
35％が高田町、30％が小友町、15％が気仙町 
広田町 3 224 219  9 割弱が広田町、高田町・気仙町が若干数 





















 昨年の 8 月に行った同様の第 1 回調査による速報版では、自治会の運営や団地内のコミュニ











 入居後、約 1 年が経過し、市内の仮設住宅団地における自治会活動やコミュニティ形成の状況
は個別的な事情も加わり、より多様化していると言える。以下、得られた情報によって、いくつか
の特徴をあげたいと思う。 




















 自治会の総会は、ほとんどの自治会で年 1 開催されているが、30世帯未満の団地では、規模が
小さいこともあり、特に総会や班長会議を行っていない団地も見受けられる。班長会議や運営会議
は、月に 1 回や不定期に開催しているところが多い状況である。班長会議を週 1 回行っている団
地が 1 ヶ所あった。 
 また、自治会独自の情報提供活動として、竹駒町細根沢団地では広報活動として、自治会報を作











































おり、20人以上の団地が鳴石（高田一中）、長砂（高田高校弟 2 グラウンド）、大久保弟 2（旧水産





・腰を悪くして出歩くのが大変で、週 1 回 マイヤの買い物バスででかけている。 
・仮設住宅に入る前から孤立しがちで、今後仮設から出て孤立することが心配。 
・80代後半の方でデイサービスに通っており、皆で声をかけあっている。 
・男性 1 名が周囲の人とあまり関わらない。 
・退院した人が 1 週間に 1 回病院に通っており、何かあった時に心配。 
・難聴の人が 1 人いる。連絡が伝わりにくい。 
・90代の高齢者が鍋の火の消し忘れがあり、ボヤ騒ぎになったり、風呂場で転倒したりすることが
あり、近隣で世話をしているが非常に心配。 



































地）によると、人数が多い団地としては、約80人の団地が 1 ヶ所（長砂・高田高校第 2 グラウン
ド仮設）、約60人が 1 ヶ所（高田 1 中仮設）、50人代が 2 ヶ所（竹駒小仮設・竹駒滝の里仮設）、40
人が 1 ヶ所（モビリア仮設）、30人代が 2 ヶ所（米崎小・米崎中仮設）となっている。また、20人
代は、 3 ヶ所、10人~20人未満が 5 ヶ所、また、 1 人から10人未満が26ヶ所（ 5 人以下が18ヶ所）、






































 仮設住宅のハード面の課題は建設当初から多く聞かれてきた。一方、この 1 年で少しずつでは
あるが、課題に対応するかたちで環境改善が進められている。ここでは、仮設住宅の室内（住戸）
と住棟の環境、団地内の環境、団地周辺の環境の 3 つに分類し、仮設団地を巡る問題点と対応を
整理してみたい。      









































































 住田町は、木造・一戸建ての仮設住宅93棟を昨年 5 月末までに建設し、陸前高田市や大船渡市
等の被災者を受け入れた。建設地は廃校になった小学校・幼稚園等の 3 カ所の町有地で、昨年 7 
月までに 3 団地それぞれで自治会が結成されている。ここでは、平成24年 8 月 8 日に 3 団地の自
治会長らから直接伺った話の概要を紹介する。 












































会・カフェの実施（12件）、各種教室の実施（ 7 件）、子ども支援（ 6 件）、畑作り（ 6 件）、制




























































 これまで見てきたように、震災後半年から 1 年以上経っても、全体として多岐にわたる活動が
展開されていた。しかし、仮設住宅団地によって、支援に格差が生じているという問題も依然指摘

































・二重ローン問題があり、対策制度を使うことにはハードルが高く、経済面での不安が大きい。   
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・市の幹部と話しても、あと 4 年はここにいる前提のようだ。 
・一昨日の新聞で消防署・警察署・団地の場所が決まったり、木を切るなどの土地整備の実感があ
り、陸前高田の復興が始まったと言うことで、見通しが出てきた。 
















のに、なぜ防潮堤を高くするのか。      
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補地の選定を行っている。（ 4 名ほど個人で移転） 
・三日市では各々移転先を積極的に探し中。 
・高台集団移転の計画が進んでいるが、業者の選定や予算関連の課題があるため、あまり進んでい






















 広田地区の仮設住宅は 3 ヶ所で、ほとんど地元住民が入居しており、陸前高田でも防災集団移


































































ているのだと考える。                            （廣瀬克哉） 
